一日一日を大切に
「おばあちゃん、おはよう。よぉねたな。」「ばあちゃんパジャマ脱ごか？」「おしっこいこか？」
毎日こうして私達家族の朝が始まります。

今の職場に勤めて２０年。１７年前に、おじいちゃんが末期癌になったため、会社が独自に設けてくれた介護休業を３か月とり、入院生活中におばあちゃんと一緒に介護をし、看取り、再び職場復帰しました。

５年前、アルツハイマー病になったおばあちゃん、主人と私と息子の４人家族。知人の宅老所になじみとして週に２回行くようになり３年がたちました。隣の奥さんがよく訪問してくださいましたが、昼休みには帰り、一緒に食事をし、片付けるとまた仕事に戻る毎日でした。専門医にもかかり、内服はしていても症状は少しずつ進行し、一人で過ごすことができなくなりました。「限界だ、仕事を続けられるだろうか？」仕事ではお世話できても、自分の家族のことになると申請に戸惑いました。
そんなとき、小規模多機能型居宅介護事業所のケアマネジャーさんから声をかけられ、介護保険の申請をし利用することになりました。平日の日中は事業所のデイを利用し、夜間休日は家族で過ごす毎日が、１年半過ぎようとしています。

私や主人、息子もいろんな人に変わってしまう。トイレの場所や仕方も分からない。夕方は実家へ帰りたいとソワソワ。夜中もウロウロ。ティッシュを口の中に入れて食べようとする。

「こんなアホになってどないしょ？」とおばあちゃん。「大丈夫、いつも一緒におるから。」そういうと、「ホンマけ？良かった。」とにっこりのおばあちゃん。介護を通して協力することで家族の絆が深まり、住み慣れた我が家でおばあちゃんと過ごせる一日一日を大切に頑張っています。何よりも事業所のスタッフの皆さんのやさしい笑顔と思いやりの言葉に励まされ安心してお願いしています。そして、職場と家族の温かい理解と協力に支えられて今も頑張れることに感謝し、ケアマネジャーという仕事を通して、介護で悩んでおられる家族の方と悩みを共有し支えあうことが、今の私の生きるパワーの源になっています。安心して働ける職場作りへの取組が、今後一層充実されることを希望します。
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